
令和５年 10月 12 日（木）13：30～15:30 

 

令和５年度第３回 引佐北部小中学校運営協議会 
 

進行：教頭 

 

 

 

 

 

 

（図工・美術室）13:30～ 

〇 開催要件確認 

 

１ 会長挨拶 

 

 

 

２ 校長挨拶 

 

 

 

３ 前回会議録確認 

 

４ 報告 １学期学校評価の結果について       教務主任 

 

５ 議長選出 議長： 

 

６ 協議：議長 

 (1) 令和６年度学校運営の基本方針について     校長 

    

 

 

 (2) 休日の部活動の地域移行について        校長 

   

 

 

 (3) 学校のきまりについて             生徒指導主任 

    

 

 

 

配付物 

〇 「これからの引佐北部小中学校について」 

〇 休日の部活動の地域移行に向けた取組方針 

〇 小・中学校一日の生活・マナーとルール 



 

 

７ 連絡 

 (1) 第４回開催日時：11月 14 日（火）13:30 

    〇 ふるさと科、国際コミュニケーション科について 

    〇 令和６年度学校運営の基本方針について 

    議長： 

※  10 月 28 日（土） みさとパビリオン参観 

 

第５回開催日時：１月 25 日（木）13:30～ ※⑤ありがとう集会（１～６年） 

    〇 学校関係者評価 

      〇 夢育やらまいか推進事業ＣＳ加算分報告 

    議長： 

 

第６回開催日時：２月 29日（木）13:30～ 

    〇 令和６年度学校運営の基本方針について 

    〇 学校運営協議会自己評価 

    議長： 



学校評価を受けて 2 学期からの改善点 （8／31 ブロック会議） 

初 等 部 

【大勢との関わりについて】 

・大人数が苦手で本校を選んでいる家庭もあることを意識する。 

・異学年との交流を大切にする。 

【自己肯定感を高める～継続してやっていきたいこと～】 

・初等部のよさとして、「褒められたら、もっとがんばろう」ができることがあげられる。 

→ 褒めることは大切にしつつも、少し褒める内容のレベルを高めていく。 

・結果ではなく、過程を評価することを意識した指導。 

・見つけたら、声に出して伝える。他の子の行動にもつながるようにする。 

・学習でも生活でも、目標とする姿を子供たちと共有していく。 

【教育目標について】 

・学活の時間が少ないことが、「自治の力」を育むことにマイナスになっている 

→ 主体性の高まりを阻む一因になっているのではないかと考えられる。 

・子供たちが自主的に学校活動をつくっていくためにも、子供たちにとっても分かりやすい言

葉の教育目標や校訓が必要である。 

・三つのほこりについて、なぜそれが大切かを話し合い、子供たちにとって「誇り」と思えるよう

にしていく。 

・疑問をもったり、自分の考えと比較したりできるように、「批判的にみる視点」を育みたい。 

・キャリア教育の視点が本校は弱い。どんなこともキャリア教育の要素があるのはその通りだが、

どんな力が大切なのか、かみ砕いて伝えることや、分かりやすい言葉で意識させることは大切

だと思う。子供たちに周知していくことで、意識を高める。 

 

 

中 等 部 

【他校との交流を実施】 

・５、６年生のふるさと科において、リモートで交流を取り入れていく。（１２月頃の予定） 

・みさとパビリオンと異なり、環境の違う所に住む他校の子供に向けて発表することになる。 

地域のことも改めて見つめ直し、発信できるよう準備をしていく。 

 



【３つの誇り】 

・ブロック委員会を中心に、子供発信で意識づけをしていく。 

・何を意識し、何に取り組むのか、具体的なことも子供達に考えさせたい。 

・以前やっていた「中活」として取り組むのもよい。（気付きをもとに活動するボランティア活動） 

・ブロック委員だけが中心となって取り組むのではなく、話し合い活動等も利用しながら、ブロッ

ク全体で当事者意識をもって活動をすすめられるようにする。 

 

高 等 部 

【ふるさと科、国際コミュニケーション科について】 

  各教科でふるさと科、国際コミュニケーション科に関連する内容を各年間指導計画に示していく。 

→ ２つの特別な教科に全教員が関わることができる 

【子供の表れの共通理解について】 

  休み明けに精神的に不安定になる児童生徒も少なからずいるため、全児童生徒の様子を全教職

員で観察し、見守っていく。些細な表れでも、日々の記録等に残していくように心掛けていく。 

 

フ リ ー 部 

【学校教育目標について】 

 ・みんなで考える。具体的にみんなで話し合う機会や時間を何回か確保していく。 

（職員会議や校内研修の最後など） 

 ・中学生を交えた話し合いをもつ。または、中学生の考えを聞く機会をつくる。 

【ふるさと科と国際コミュニケーション科について】  

・行き詰まり感がある。 

・「どんな活動を組んでいくか」というのではなく、それら自体について考えていく必要がある。   

・特例校であることで、授業時数の制限があったり、何か特別なことをしなくてはいけないと考

えたりしがちである。特例校でなくても質を落とさずに、子供たちの学びを保証できる方法を

考えていく。（過去の歴史をふまえ、職員の共通理解と慎重な議論が必要） 

【引佐北部小中学校のこれからについて】 

・社会に出た時のためにコミュニケーション力を高める 

・部活動 生徒数が減り、チームが成立しなくなる可能性もある。 

・たくさんの行事→目標の明確化を： 発達段階に応じて子供たちと共有して取り組む。 





















 地域クラブ活動協議会を令和５年度に設置し、持続
可能で、スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむ
ことができる環境を実現する具体的な方策を、取組
方針に基づき、検討する。

休日の部活動の地域移行に向けた取組方針【概要】

 有識者や保護者・学校運営協議会・学校・中学校体育連盟・中学校文化連盟・（公財）浜松市スポーツ協会・（公財）浜松市文化振興財団・学校教育部・市民部（文化振興担当）の代表で
構成される浜松市地域部活動検討委員会を令和３年７月に設置し、本市における休日の部活動の地域移行について、国が示すガイドラインを踏まえ、検討を進めてきた。

 運営団体・実施主体
・中学校地域クラブ、浜松市スポーツ協会に加盟する各競技団体、NPO法人、民間事業者などが考えられる。
・生徒の志向や体力等の状況に適したスポーツ・文化芸術等に親しむ多様な活動を支援する。

 指導者
・運営団体・実施主体に属する構成員の他、スポーツ指導者、保護者、地域のスポーツ・文化芸術活動の経験者、部活動指導
の経験者などが考えられる。

・質の保障という観点から、それを補完する研修等の実施について検討する。
・公立学校の教師等については、教育委員会の兼職兼業の許可を得る必要がある。

 活動場所
・小中学校をベース拠点として位置付け、公共施設や民間施設等も活用する。

 大会
・学校部活動の参加者だけでなく、地域クラブ活動の参加者のニーズ等に応じて、持続可能な運営がされることが必要である。

 費用
・地域クラブ活動に参加する際には、受益者負担として、所属するスポーツ団体や文化芸術団体等に会費を支払うこととなる。
・経済的に困窮する家庭の生徒の参加費用の支援等の取組を進める。

 保険
・災害共済給付制度の対象外であるため、生徒や指導者はスポーツ保険等に加入する必要がある。

 学校との連携
・地域クラブ活動と学校部活動との間で共通理解を図るとともに、関係者が生徒の活動状況に関する情報共有等を綿密に行い、
生徒の望ましい成長を保障する。

活動

 少子化や学校の働き方改革が進む中、部活動を従前と同様の体制で運営することは難しくなってきており、学校や地域によっては存続が厳しい状況にある。生徒の豊かなスポーツ・文化芸
術活動を実現するためには、学校と地域との連携・協働により、部活動の在り方に関し速やかに改革に取り組み、生徒や保護者の負担に十分配慮しつつ、持続可能な活動環境を整備する必
要がある。

 学校部活動の地域連携並びに地域の運営団体・実施主体による地域スポーツクラブ活動及び地域文化クラブ活動（以下「地域クラブ活動」という。）への移行に取り組む。地域クラブ活動
は、学校の教育課程外の活動として、社会教育法上の「社会教育」の一環として捉えることができ、また、スポーツ基本法や文化芸術基本法上の「スポーツ」「文化芸術」として位置付け
られるものでもある。したがって、地域クラブ活動は、学校と連携し、学校部活動の教育的意義を継承・発展しつつ、スポーツ・文化芸術の振興の観点からも充実を図る。

背景と方向性について【第１章、第２章】

市の検討経緯について【第１章】

実施体制

 令和８年度９月を目標に地域クラブ活動への移行が進められるように、令和５年度から令和８年度８月まで
を改革推進期間とする。地域の実情等に応じてできるところから地域移行を進めていく。

※ 改革推進期間では、児童生徒や保護者、教職員、関係団体等への実態調査を行い、その結果を基に、取組
方針に示された市の方策を具体化する。

※ 令和８年度８月まで休日の部活動は現行どおり継続し、令和８年度９月以降、休日の部活動を地域クラブ
活動に随時移行していく。

段階的推進

市の方策について【第３章】


